
平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報

（
地
方
防
衛
局
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

地
方
防
衛
局
組
織
規
則
（
平
成
十
九
年
防
衛
省
令
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
四
条
第
一
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
第
四
号
中
「
含
む
。」の
下
に
「
第
二
十
六
条
第
二
項
第
五
号
、」を
加
え
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
南
関
東
防
衛
局
及
び
沖
縄
防
衛
局
の
企
画
部
」
を
「
南
関
東
防
衛
局
の
企
画
部
」
に
改
め
、「
、
沖
縄
防
衛
局
の
」
の
下
に
「
企
画
部
及
び
」
を
加
え
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
十
五
条
の
二
中
「
第
四
条
第
一
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
五
十
条
中
「
施
設
管
理
課
」
を
「
施
設
補
償
管
理
課
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
第
三
項
第
五
号
中
「
第
四
条
第
一
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
施
設
管
理
課
」
を
「
施
設
補
償
管
理
課
」
に
改
め
る
。

附
則
中
第
十
三
条
を
第
十
四
条
と
し
、
第
六
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
沖
縄
防
衛
局
企
画
部
次
長
の
設
置
期
間
の
特
例
）

第
六
条

沖
縄
防
衛
局
企
画
部
次
長
の
う
ち
一
人
は
、
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
置
か
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
標
準
的
な
官
職
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

標
準
的
な
官
職
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十
六
年
防
衛
省
令
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
の
表
九
の
項
第
一
欄
中
「
看
護
師
養
成
所
若
し
く
は
」
を
削
り
、
同
項
第
二
欄
中
「
防
衛
医
科
大
学
校
及
び
」
を
削
り
、
同
項
第
三
欄
中
「
こ
の
項
第
二
欄
に
掲
げ
る
部
局
又
は
機
関
等
」
を
「
自
衛
隊
地
区
病
院
」
に
改
め
る
。

（
防
衛
省
定
員
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

防
衛
省
定
員
規
則
（
平
成
二
十
七
年
防
衛
省
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
本
省
の
項
中
「
一
九
、
七
八
八
人
」
を
「
一
九
、
六
八
三
人
」
に
改
め
、
同
表
防
衛
装
備
庁
の
項
中
「
一
、
三
七
三
人
」
を
「
一
、
三
七
九
人
」
に
改
め
、
同
表
合
計
の
項
中
「
二
一
、
一
六
一
人
」
を
「
二
一
、〇
六
二
人
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
防
衛
省
令
第
十
号

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
衛
隊
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

防
衛
大
臣

中
谷

元

自
衛
隊
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

自
衛
隊
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
三
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
防
衛
大
臣
の
定
め
る
自
衛
官
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
日
に
加
え
て
、
必
要
に
応
じ
、
休
養
日
を
設
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」
に
、「
第
九
項
及
び
第
十
項
」
を
「
第
十
項
及
び
第
十

一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六

号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
別

表
第
七
研
究
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
隊
員
（
こ
れ
に
類
す
る
自
衛
官
以
外
の
隊
員
を
含
む
。）又
は
同
法
別
表
第
十

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
隊
員
で
防
衛
大
臣
の
定
め
る
も
の
」
を
「
自
衛
官
以
外
の
隊
員
（
第
十
項

の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」に
、「
能
率
の
向
上
に
資
す
る
」
を

「
運
営
に
支
障
が
な
い
」
に
、「
四
週
間
ご
と
の
期
間
に
つ
き
」
を
「
四
週
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
週
を
単
位
と
し
て

防
衛
大
臣
の
定
め
る
期
間
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
単
位
期
間
」
と
い
う
。）ご
と
の
期
間
に
つ
き
」
に
改

め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
当
該
隊
員
」
を
「
当
該
自
衛
官
以
外
の
隊
員
」
に
、「
四
週
間
」
を
「
単
位
期
間
」
に
改
め
、

同
条
第
十
三
項
中
「
、
第
五
項
」
を
「
か
ら
第
六
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項

中
「
前
九
項
」
を
「
前
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
三
項
」の
下
に「
、
第

六
項
」
を
加
え
、「
、
第
五
項
」
を
「
か
ら
第
六
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
項
た
だ

し
書
中
「
当
該
期
間
に
つ
き
同
項
」
を
「
当
該
期
間
に
つ
き
第
一
項
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
等
に
あ
つ
て
は
、
第

二
項
）」に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」
に
、「
第
十
一
項
」
を
「
第
十
二
項
」
に
、「
第
十
三
項
」
を

「
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中「
第
八
項
」

を
「
第
九
項
」
に
、「
前
二
項
」
を
「
前
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

６

官
房
長
等
は
、
次
に
掲
げ
る
自
衛
官
以
外
の
隊
員
（
育
児
短
時
間
勤
務
隊
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。）に
つ
い
て
、
休
養
日
並
び
に
始
業
及
び
終
業
の
時
刻
に
つ
い
て
、
自
衛
官
以
外
の
隊
員
の
申
告
を
考
慮
し
て
、

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
休
養
日
に
加
え
て
当
該
自
衛
官
以
外
の
隊
員
の
休
養
日
を
設
け
、
及
び
当
該
自
衛
官
以
外
の

隊
員
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
こ
と
が
隊
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
同
項
及
び
第
四
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
防
衛
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
自
衛
官
以
外
の
隊
員
の
申
告
を
経
て
、
単
位
期
間
ご
と

の
期
間
に
つ
き
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
休
養
日
に
加
え
て
当
該
自
衛
官
以
外
の
隊
員
の
休
養
日
を
設
け
、
及
び
当
該

期
間
に
つ
き
第
一
項
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
隊
員
等
に
あ
つ
て
は
、
第
二
項
）
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
と
な
る
よ
う

に
当
該
自
衛
官
以
外
の
隊
員
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

子
の
養
育
又
は
配
偶
者
等
（
配
偶
者（
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）、
父
母
、
子
、
配
偶
者
の
父
母
そ
の
他
防
衛
大
臣
の
定
め
る
者
を
い
う
。
第
四
十

九
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
介
護
を
す
る
自
衛
官
以
外
の
隊
員
で
あ
つ
て
、
防
衛
大
臣
の
定
め
る
も
の

二

前
号
に
掲
げ
る
自
衛
官
以
外
の
隊
員
の
状
況
に
類
す
る
状
況
に
あ
る
自
衛
官
以
外
の
隊
員
と
し
て
防
衛
大
臣
の

定
め
る
も
の

第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
」
の
下
に「（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二

百
六
十
六
号
）」を
、「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
」
の
下
に「（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）」を

加
え
る
。

第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
中
「
配
偶
者
（
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）、
父
母
、
子
、
配
偶
者
の
父
母
そ
の
他
防
衛
大
臣
の
定
め
る
者
」
を
「
配
偶
者
等
」
に

改
め
る
。附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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